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企業情報データベース“eol”を活用しましょう

本学図書館には、「総合企業情報データベース“eol”」（以
下、“eol”）が装備されています。“eol”は、有価証券報告書
はもとより、さまざまな角度から企業の財務情報や非財務
情報を提供するデータベースであり、調べたい企業に関す
る総合的な情報をかなり詳しく得ることができます。学生
にとっても使いやすく、就職活動のための企業研究にも活
用が期待されるものです。

有価証券報告書だけについて言えば、金融庁の「金融商
品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する電
子開示システム（EDINET＝Electronic Disclosure for 
Investors’ NETwork）」で、直近の５年間分は閲覧可能
です。ただし、それ以前の有価証券報告書を利用したいと
きには“eol”に頼らざるを得ません。たとえば、トヨタ自
動車は1961年３月期からの53年分、任天堂は1971年８月
期から43年分のデータを見ることができます。非上場企業
であっても、たとえば南国殖産や日本瓦斯は、1990年９月
期から24年分の有価証券報告書が入手できます。これらの
データを加工して表やグラフを作成し、ある企業を時系列
的に分析できるだけでなく、企業間のデータ比較も可能で
す。XBRL（eXtensible Business Reporting Language）
にも対応しているため、国際会計基準が導入されたあかつ
きには、世界各国の企業データを比較することも容易にな
ると考えられます。

私は、現在、基礎演習、演習、経営分析論、大学院講義
で“eol”を大いに活用しています。経営分析論の講義では、
学生諸君に自ら選択した企業の財務・非財務データを“eol”
から収集してもらい、その企業の収益性や安全性を分析し
ています。演習にはデータベースの利用は必要不可欠です
が、“eol”、あるいは数年前まで利用可能であった日立ハイ
テクの「NEXT有報革命」なくしては作成できなかった卒業
論文をいくつか紹介します。
「プロ野球球団所有企業の変遷」を卒業論文のテーマに選

んだ2012年度のゼミ生Aさんは、球団を所有することが企
業にとってどのようなメリットがあるのかを考察するため
に、ダイエーと、ダイエーから球団を引き継いだソフトバ
ンクを対象として分析を行いました。ダイエーについては
球団を買収した1988年から2009年までの22年間、ソフト
バンクについては1991年から2012年までの22年間の財務
データを利用して、球団取得と本業との関係を詳細に分析

しました。また、「鹿児島の上場企業の分析―『企業倒産予
知モデル』を利用して―」をテーマにしたBさんは、鹿児島県
内上場企業11社について直近６年間のデータをもとに分析
を行ったうえで、その中の２社についてはさらに10年間分
の財務・非財務データを収集し、検討を加えています。

2013年度には“eol”に加え、当時はトライアルで利用可
能であった「企業概要データベース“eol”日本の企業100万
社」も利用した卒業論文が現れました。“eol”には有価証券
報告書を提出した企業のデータが収載されていますが、「企
業概要データベース“eol”日本の企業100万社」では有価証
券報告書が公表されない企業に関する企業情報が収集され
ています。ゼミ生Cさんは、自分の就職活動先である鹿児島
県内の十数社の企業分析を行いましたが、これらの企業は

“eol”だけでは十分な情報が得られないため、この「企業概
要データベース“eol”日本の企業100万社」を用いてデータ
を収集して卒業論文をまとめました。
“eol”の利用方法や活用方法等については、作成元の株式

会社プロネクサスの担当者が年２回学内で説明会を開催し
ていますので、はじめての利用者もとまどうことはありま
せん。ちなみに今年は６月19日と12月４日に開催されまし
た。“eol”が装備されている大学は、九州内では約10大学、
全国では約130大学ですが、鹿児島県内では本学のみです。
研究にも、学生の就職活動にも有用なツールである“eol”が
設置されており、それを自由に使える環境にあることは、
非常に恵まれたことと言えるでしょう。多くの学生諸君や
教職員に活用していただければ幸いです。

経済学部経営学科　今村　明代

eol説明会
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今ほど新聞記事のデータベースが充実していなかった何
年か前までは、九州各地の大学図書館や公立図書館をまわっ
て新聞記事を取得せねばならず、一苦労でした。読売新聞
の『ヨミダス』は明治・大正・昭和戦前期から今日までの記
事をネットで検索できる唯一のもので大変便利です。しか
し、その読売新聞のデータベースも何年か前までは昭和期
の十数年間が空白となっていました。したがって、この空
白の時代についての記事を探すには、手作業で縮刷版をめ
くるしかなく、見落としがあることは防ぎようがありませ
んでした。論文執筆のために、この空白の時代の縮刷版が
すべてそろっている熊本の大学で１週間ほどお世話になっ
たことがあります。1年12冊ですから分厚い縮刷版に200
冊以上あたらねばならず、疲労感もすごく正直投げ出した
い気持ちに襲われました。毎朝、親切な司書さんが机に縮
刷版を山積みにして用意して待っていてくださりありがた
かったのですが…。投稿した論文では縮刷版で検索した時
代を記して、検索の不十分さを断っていますが、案の定、
後にデータベース検索したものと突き合わせてみると、手
仕事で集めた結果とはぶれがありました。あの１週間ほど
の苦労は忘れがたく、あらためてデータベースのありがた
さが身に沁みます。本校の図書館では、読売新聞のほか朝
日新聞や南日本新聞のデータベースに無料でアクセスでき
るため、各新聞社の記事を比較して論じることもできます。

論文を書くにあたり、あるキーワードを記事検索し、そ

れを時系列的に整理し分析することで、言葉の絵地図を描
くことができます。例えば、今日当たり前に使用されてい
る「団欒」という語は、明治・大正・戦前まで、庶民の用語
ではなく、皇室・上流階級の独占物であったことは調べて
いくとすぐわかります。言葉は時代と共にその使用される
対象や意味を変容させる「生き物」のようなものです。

読書の習慣がないために本や雑誌論文を読むことに抵抗
のある学生が増えているように感じます。そこで、卒論指
導の際、関心のあるいくつかのテーマのキーワードを新聞
記事検索にかけ全体像のようなものをつかみ、その中から
自分の興味を絞り込んでいくように、といった助言もした
りしています。現代社会学科では毎年卒業論文の最優秀賞・
優秀賞を表彰していますが、今まで表彰されたものの中で
新聞記事検索を使用している事例を以下に紹介し、この短
文を閉じたいと思います。

福祉社会学部社会福祉学科　佐々木　陽子

新聞記事データベースの活用

（最）優秀賞論文タイトル（受賞者） 新聞記事検索の使用法

「モンスターペアレント
　　　　―キレる子どもからキレる親へ」
（最優秀賞2009年　岩川　玲王さん）

新聞のどの箇所（社説・投書・３面記事等）に「キレる子ども」「モン
スターペアレント」が載っているか分析、投書欄が多いので年齢・職業
別にさらに時系列的に分類、1998年と2002年に分断線が走っているこ
とを見抜いて図式化。

「変化する土下座への感情」
（優秀賞2012年　南部　地春さん）

パフォーマンスとしての土下座がメディアで踊っていることの違和感か
ら「土下座」がどのような意味でいつ頃から登場してきたかの変遷を
データベースでつかみ、言葉が本来の意味から乖離していることを指
摘。

「就職における
　　　 コミュニケーション能力とは何か」

（優秀賞2013年　東平　美穂さん）

「コミュニケーション能力」は元来語学力を指していた言葉であるが、
企業では当たり前のように今日使われている。新聞記事検索を通じて、
いかにこの言葉が新しく生み出されたものであるかを立証し、その内実
のなさに疑問を提示。



4

35

長い間、「図書館のグループ学習室は、ゼミ等では使わな
い」というルールがありました。学生さんが自主的に学びのグ
ループを結成し、そのための場として活用されることが望ま
しかったからではないかと思われます。それをなし崩しにし
てしまった犯人は、じつは、元図書館長であるわたくしです。

わたくしは、ゼミでグループ学習室を利用させていただい
ております。その最大の理由は、「本が近くにある」という点
です。たとえば、「『源氏物語』の雲隠（くもがくれ）の巻は光源
氏が逝去する内容なのですが、題名のみがあって本文はない
のです」という話をするとき、すぐに日本古典文学全集『源氏
物語』を持ってきて、雲隠のところを開いて、学生さんに回覧
することができます。また、「卒論のために便利な索引があり
ますので、地下の書庫に見に行きましょう」などと、ミニ図書
館ツアーを行うこともあります。文学研究はもともと本が研
究対象ですので、本が近くにあるということは何にも代えが
たいメリットです。

ところが、図書館の本を利用しないときでも、日常的にグ
ループ学習室でゼミを実施するようになりました。それは、

「いつ、本を見てみたい時が訪れるかわからない」からです。
図書館内でゼミを実施できれば、その不安感がなくなります。

もう一つ理由があります。授業するわたくしの都合だけで
なく、ゼミがグループ学習室で恒常的に行われることによっ
て、学生さんにとって図書館との心理的距離感が縮まります。
図書館を、学食、学生ホールなどと同じように、学生さんに
とって「行きやすい場所」にしたいのです。

国際文化学科の種村エイ子先生（図書館学）がいつもおっ
しゃっていることですが、「男女が結婚するときの神前・仏前
のマナーは？」「子供が生まれるときの過ごし方は？」「生まれ
たあとの名づけは？」「子育ての悩みはどうしたらいい？」「家
を建てるのに風水はどうしたらいい？」など人間生活の全般に
わたる疑問に、図書館は答えてくれます。図書館をうまく活
用できるかどうかで、その後の人生の豊かさが違ってくると
いってもよいでしょう。

図書館は知恵の泉です。図書館が大学の中心にあり、図書
館の中にゼミ室（演習室）が設けられているというのが、わた
くしの考える図書館の理想像なのです。だから、グループ学
習室に求心力を持たせたいのです。そこに一歩でも近づくた
めに、今はグループ学習室をゼミで利用させていただいてい
るというわけです。

国際文化学部国際文化学科　野中　哲照

グループ学習室の求心力
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図書館サポーター活動報告

　私たち図書館サポーターは、サポーター同士
とても仲が良く、和気あいあいとした雰囲気の
中で活動をしています。
　本が好きな方、司書に興味がある方、私たち
と一緒に活動してみませんか？
　いつでも大歓迎です*＾＾*
　ブログも更新していますので、ぜひ見てみて
ください。

　図書館サポーターは、図書館業務のお手伝いや
月ごとのテーマ展示、選書ツアーなどの活動をし
ています。
　また、オープンキャンパスでは様々なイベント
を開催しました。
　★クイズラリー
　★アニマシオン～犯人を捜せ!!～
　★地下探検～宝探しゲーム～
　★図書館サポーター紹介
来年はもっと楽しいイベントを開催しますので、
お楽しみに!!

活動報告

最後に

http://iuk-plus.net/tosyokan/

４月　新入生勧誘

５月　新入生歓迎会、

　　　選書ツアー

７月　第１回オープンキャンパス

10月　第３回オープンキャンパス
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あなたのお悩み解決し隊!!

第11回：ＣiNii（サイニィ）の使い方
　本学図書館のOPAC（蔵書検索システム）で本や雑誌を検索した時に、「図書館にはなかった、残念～！」と
いう経験はありませんか？
　本学図書館にはない資料でも、他大学図書館などから本や雑誌記事（論文）のコピーを取り寄せることができま
す。その際、ぜひ活用してもらいたいのがデータベースの「C i N i i 」です。他大学図書館や博物館などが持っ
ている本などを検索することができます。特定の資料を探しているときはもちろん、あるテーマでたくさんの資料
を探したいときにもとても便利です。
　では早速、使い方を説明します。

論文検索でキーワード「赤毛のアン」を検索した結果

この画面を開くには・・・
鹿児島国際大学ＨＰ→図書館→
詳細検索（学術論文を探す
〈データベース〉）→
ＣｉＮｉｉ

① ②

③

⑤

⑦

⑥

④

1．雑誌記事（論文）を探す時は①、
本を探す時は②をクリックし、画
面を切り替える。

2．フリーワード③に探している資料
のキーワードを入力。

3．検索④をクリック。
4．検索結果の一覧が表示される。
5．検索結果（ヒット件数）⑤が確認

できる。
6．表示⑥の並べ替えができる。
　　 Point！

「被引用件数：多い順」にすると、
他の論文により多く引用されて
いる論文から順に表示される。

7．詳細の確認はタイトル⑦をクリッ
ク。
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　３階のカウンター受付業務が、２階カウンターへ移動し
ました。
　AV資料の視聴および、3階グループ学習室・研究個室利
用、付録資料閲覧・視聴の申込は、2階カウンターへお申込
みください。

　これまで本に貼付していた返却期限票を、しおりタイプ
に変更しました。貸出手続き時に、１枚挟んでお渡しして
います。押印してある日付までに返却をお願いします。

　1階・地階の資料を2階・3階フロアで閲覧する際の手続き
が、本に関しては変更になりました。「書庫資料」票を本
に挟んでお渡しいたします。閲覧が終わりましたら、２階
カウンターへお返しください。

Library Report

8．著者名は⑧、掲載誌
名（収録刊行物）は⑨
を確認。

9．他大学からの取り寄
せ を 希 望 す る 場 合
は、カウンター備え
付けの申込書に必要
事項を記入し提出。
その際、 必ずNII書誌
IDも記入。

サービス内容変更のお知らせ

いかがでしたか？
まだCiNiiを使ったことのない方は、ぜひ利用してくださいね。
使い方等わからないことはカウンター職員へお尋ねください。

Point！
取寄せを依頼す

る場合は必ずNII
書誌IDもメモ

する!!

⑧

⑨
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編集　記後
図書館だより第35号を発行いたしました。ご覧いただき、ありがとうございます。
今回紹介しているデータベースやグループ学習室、そして図書館サポーターの活動等々は、日頃の図書館の

一面です。図書館には、まだまだい
・ ・ ・ ・

ろいろな利用の仕方が詰まっています。「そうだ！図書館へ行こう」と思い
つく図書館を目指したいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

今年度の４月から図書館の総務係に勤務させていた
だいております。主に図書の発注、受入をしておりま
す。昨年度の本学の司書講習で司書資格を取得したば
かりの新人で、まだまだ未熟なところだらけですが、
皆様の温かいご指導のもと成長しております。一生懸
命頑張りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

11年目に出戻った、新人とは言い難い古参者です。
本に囲まれた環境にどっぷり浸かってしあわせ一杯…
と思いきや、あの頃の図書館と違い所蔵は70万冊を
超え、ギューギュー詰めとなっておりました。3000本
の書架の収納力を、５％アップさせようと四苦八苦し
ている今日この頃。皆様のご来館を心よりお待ち申し
上げます。

図書館2階レファレンスカウンターで、主にILL（相
互利用）業務を担当しております。利用者の方々が、
学術研究や学びに必要な資料や情報をスムーズに得ら
れるよう、支援に努めていきたいと思います。昨年度
４月に異動してきたものの下半期は学外に出向で不在
だったため、ご挨拶が今になりました。ご来館の際に
わからないことがありましたら、どうぞお気軽に声を
おかけください。

総務係：平 愛莉沙課長：小林　和代

情報サービス係：上原　愛

Library Report

新スタッフ紹介


